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ザンビア政治月報（２０２５年６月） 
在ザンビア日本国大使館 

 
● 内政  
１ ルング前大統領、逝去 

ザンビア第六代大統領であるエドガー・ルング

前大統領は、６月５日、南アフリカの病院で逝去

した。逝去後、ザンビア国内に埋葬すべきとする

ザンビア政府と南アフリカへ埋葬するとする遺族

が対立し、公式な葬儀は実施されぬまま、遺体の

埋葬先は決定していない。（６月５日付 大統領府

Facebook ほか関連報道まとめ） 

 
２ 大統領、エネルギー省事務次官を解雇 

ヒチレマ大統領は、２０２３年１０月に任命し

たエネルギー省事務次官を解雇した。また、９日

にはパイプライン運営会社の社長も解雇した。理

由は明示されていないものの、エネルギー省及び

パイプライン運営会社に関しては予てよりエネル

ギー価格高騰の責任問題や汚職疑惑があり、政権

が刷新を図っていると見受けられる。（６月７日及

び９日付 News Diggers） 

 

３ 政府、５月の政府支出を説明 
財務・国家計画省は、２０２５年５月に１５８

億クワチャ（約１０００億円）の政府支出を実施

したと表明した。そのうち２８億クワチャが国内

債務の返済、２６億クワチャが対外債務の返済、

０．１億クワチャが過去の債務に関する延滞金と

して支払われた。（６月１６日付 News Diggers） 

 

４ 大統領、憲法改正プロセスの一時停止を指示 
ヒチレマ大統領は、３月以降進めていた憲法改

正のプロセスについて市民社会関係者や宗教関係

者などから懸念が表され続けていることを受け、

改正プロセスを一時停止し、適切なプロセスを取

るよう法相に指示した。（６月２４日付 大統領府

Facebook） 

 

５ 財相、補正予算案を議会へ提出 

財務・国家計画相は、総額３３６億クワチャ（約

２１００億円）の補正予算案を国民議会へ提出し

た。燃料債務の関連で１１０億クワチャが計上さ

れるとともに、各種インフラ整備などについて国

内借入やドナーからの寄付を元手として、補正予

算案が作成された。（６月２７日付 News Diggers） 

 

● 外交・対外関係  
１ ザンビア政府、C10 外相会合を主催 
６月３日から４日にかけ、ザンビア政府は C10

（１０か国委員会）外相会合を主催した。委員会

の中では国連安保理改革に関連する議論が実施さ

れた。（関連報道まとめ） 

 
２ 財務・国家計画相、EU グローバルゲートウェ

イに関するハイレベル会合へ出席 
 ６月２０日、ムソコトワネ財務・国家計画相は、

イタリア・ローマで開催された EU グローバルゲ

ートウェイに関するハイレベル会合へ参加した。

同会合はイタリア・メローニ首相およびフォンデ

アライエン欧州委員会委員長が共同議長を務め、

アンゴラ、コンゴ民主共和国、ザンビア、タンザニ

アの要人が参加し、ロビト回廊プロジェクトに焦

点を当てた議論が実施された。会合のマージンで

は、世界銀行総裁、IMF 専務理事、アフリカ金融

公社総裁との会談も実施された。（６月２１日付 

外務・国際協力省 Facebook） 

 

３ 大統領、南アフリカ外相と会談 
 ６月２３日、ヒチレマ大統領は、当地を訪問中

の南アフリカ・ラモラ外相と会談した。ルング前

大統領が逝去して以降の南アフリカ政府の支援に

謝意が述べられるとともに、ザンビア政府と遺族

の対立によって生じた葬儀に関する混乱につい

て、巻き添えとなっている南アフリカ政府に謝罪

の意が表された。 (６月２３日付 News Diggers) 

(了) 


